
令和３年（2021年）９月那覇市議会定例会 

 

代表質問発言通告書 (２日目 ) 

令和３年９月８日(水) 
                                  ニ   ラ   イ  30分 

                                  日 本 共 産 党 25分 

                                  無 所 属 ク ラ ブ 15分 

                                  立憲民主 ・ 社大 15分 

無 所 属 の 会 10分 

                                  みんなの協働！ 10分 

 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

１ 山田 マドカ 

( ニ ラ イ ) 

 

１ 新型コロナ

感染症につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 全国一の感染地域となった沖縄県。その県

都那覇市民の命を守る最前線である保健所

の現状を伺う 

 

 

(２) ひとり親世帯で親が感染入院となった際

の子どもたちへの対応について伺う 

 

 

(３) 那覇市は核家族率が高く、老々介護が多

い。介護者が陽性者になった際に、残された

要介護者への支援について伺う 

 

 

(４) 本市における子供の貧困対策の観点から、

欠食児童への支援を求める。見解を伺う 

 

 

(５) ＧＩＧＡスクール構想の実現を受け、児童

生徒ひとり一台の端末が整備され、オンライ

ン授業も始まっている 

全児童生徒に対し、オンラインでこども食

堂などの案内を配信することはできないか

伺う 

 

 

 

 

 

割当時間(答弁を除く) 



順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ２ 幼保無償化

について 

 

 

 

 

 

 

幼保無償化となり、ベビーシッター利用も可能

となった。しかしながら、利用者が先に利用料金

を支払う仕組みとなっており、とりわけ非課税世

帯にとっては利用が困難な状況となっている。那

覇市として、未就学児の利用料金をベビーシッタ

ー事業に市が直接支払う仕組みにできないか見

解を伺う 

 

 

 

 

 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、教育長、関係部長 

 



 

代表質問（２日目） 令和３年９月８日(水) 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

２ 瀬名波 奎 

( ニ ラ イ ) 

 

 

 

１ 市長の政治

姿勢について 

 

 

２ 新型コロナ

ウイルス感染

症対策につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 環境行政に

ついて 

 

 

 

 那覇市長の選挙公約の主なものの着手率と進

捗率について伺う 

 

 

(１) 現在の那覇市民のワクチン接種率の推移

を伺う 

   

(２) エッセンシャルワーカー等がワクチンを

接種する際、副反応にて休職が必要な場合、

現場ではどのような対応がなされているの

か、またエッセンシャルワーカーの接種率の

現状を伺う 

 

(３) 小中学校の学校休業に関して、いつ、誰が、

どのような根拠で決定しているのか伺う 

 

(４) 家庭内感染防止策について、陽性者の自宅

療養措置が増加している状況に鑑み、感染拡

大防止の観点から陰性者が市内の宿泊所を

利用する事は可能か。またそのための助成事

業を創設する事は可能か、見解を伺う 

 

(５) 女性や子供などの市民のメンタルケア対

策について、コロナ禍における女性センター

や市の相談窓口に寄せられた件数の推移、ま

たどのような内容かを伺う 

 

(６) 妊婦の感染状況について、市内の感染者推

移を伺う 

 

 

 在沖米海兵隊が普天間飛行場内の有機フッ素

化合物ＰＦＯＳなどを含む汚水を浄化して下水

道に放出した問題で、市長の見解を伺う 

 

 

 

 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、教育長、関係部長 

 



代表質問（２日目） 令和３年９月８日(水) 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

３ 糸 数 貴 子 

( ニ ラ イ ) 

 

 

 

１ ヤングケア

ラーについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ヤングケアラーとは、法令上の定義はないが、

昨年度国が行った全国的な調査では「本来大人が

担うと想定されている家事や家族の世話などを

日常的に行っていることにより、子ども自身がや

りたいことができないなど、子ども自身の権利が

守られていない子どもをいう」と定義されてい

る。那覇市でのヤングケアラーの実態及び支援へ

の取組について、以下伺う 

 

 

(１) 国の調査では、学校に対して「ヤングケア

ラーの定義に該当すると思われる子どもの

有無」について質問している。中学校におい

ては「いる」と回答した学校が 46.6％だっ

たが、この結果についてどう受け止めるか 

  

 

(２) ヤングケアラーについて教職員の理解を

どのように促しているか。相談体制はあるか 

 

 

(３) 令和元年６月定例会で、要保護児童対策地

域協議会で、概念の共有に努めるとの答弁が

あるが、どのような取組を行っているか 

 

 

(４) ヤングケアラーについては、どのような支

援が必要なのか、取組を進めなければならな

い問題である。当事者の声を受け止め、施策

に反映させるために、那覇市における実態調

査を行う予定はあるか伺う 

 

 

 

 

 

 



順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ２ 那覇文化芸

術劇場なはー

とについて 

 

 

 

 

 

 

那覇文化芸術劇場なはーとのバリアフリー対

応について伺う 

 

(１) 那覇文化芸術劇場なはーと建設における

バリアフリー対応について、当事者の意見を

どのように聴取し反映させたのか伺う 

 

(２) バリアフリー基本構想の特定事業計画書

に位置付けた事業の進捗について伺う 

 

(３) 新聞報道にあるように、８月 16 日に沖縄

県脊髄損傷者協会、那覇市身体障害者福祉協

会からバリアフリー設備について要望書が

出されている。その内容と、どう対応するの

か伺う 

 

(４) 設備についても、整備過程でのチェックや

確認ができるような仕組みがあれば、今回の

ように後で要望書を出さなければならない

ような事態はさけられると考えるが、見解を

伺う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、教育長、関係部長 

 



代表質問（２日目） 令和３年９月８日(水) 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

４ 湧 川 朝 渉 

(日本共産党) 

 

 

 

１ 命を守るこ

とを最優先に

した新型コロ

ナ対策につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日本共産党那覇市議団は、８月 24 日、城間幹

子那覇市長に、「命を守ることを最優先にした新

型コロナ対策に関する緊急申し入れ」を行った。

政府も、国会も、本市も、市議会も、かつてない

事態に、一丸となって知恵と力を集め、社会全体

で乗り切ることが求められている 

 

(１) 新型コロナウイルス感染症の「第５波」は、

デルタ株の影響でこれまで経験したことの

ない爆発的な感染拡大となり、緊急事態宣言

下でも感染拡大に歯止めがかからず、医療の

逼迫、さらに医療崩壊を引き起こし、救える

命が失われる状況が続いている。にもかかわ

らず政府が、８月３日、重症患者と重症化リ

スクの高い患者以外は「原則自宅療養」とい

う重大な方針転換を行ったことは、コロナ患

者を事実上「自宅に放置」する無責任きわま

るものであり、断じて認められない。政府は、

大きな批判に直面して、「中等症は原則入院」

との「説明」を行ったが、「原則自宅療養」

という方針を撤回していない。緊急事態宣言

とまん延防止等重点措置が全都道府県の７

割に広がるなどコロナ感染爆発は止まらな

い。こうした事態は、後手後手、無為無策、

五輪とパラリンピックで間違ったメッセー

ジを伝えた菅政権が招いた重大な人災その

ものである。８月 28 日に毎日新聞が実施し

た世論調査では、「五輪が感染拡大に影響し

た」が 70％、菅政権のコロナ対策を「評価

しない」も 70％にも達している。この菅自

公政権の失政への見解を問う 

 

(２) デルタ株により、これまでとフェーズが変

わったことを広く周知し、命を守るための危

機感を伝え、行動変容とワクチン接種を促す

従来とは異なる強いメッセージを発信する

ことが求められている。高い評価を受けてい

る那覇市保健所長の動画メッセージをはじ

め、取組について問う 

 

 



順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) 命を守ることを最優先に、症状に応じて必

要な医療をすべての患者に提供することを

大原則にすえ、そのために限られた医療資源

を最も効率的に活用することを考慮して、

県・医師会・看護協会などと連携し、医療機

能を強化した宿泊療養施設や臨時の医療施

設などを大規模に増設・確保すること。あわ

せて、入院病床をさら確保すること。在宅患

者への往診や訪問看護など在宅医療を支え

る体制を抜本的に強化することについて 

 

(４) 県・医師会・看護協会などと連携し、医師・

看護師を確保することと、国はすべての医療

機関を対象に減収補填と財政支援にふみき

り、安心してコロナ診療にあたれるようにす

べきことについて 

 

(５) 新型コロナ治療の最前線で日夜献身して

いる医療従事者をはじめ、宿泊療養施設や臨

時の医療施設、訪問診療に携わる医療従事者

も含めて、すべての医療従事者に対する待遇

の抜本的改善をはかることを国に要請する

こと。独自の支援策の検討・実施について 

 

(６) 行政検査を抜本的に拡充することと、国

は、早期探知のための事業所モニタリング検

査の枠組みを拡大し、希望する事業所すべて

で定期検査が可能になるようにすべきこと

について 

 

(７) 生活・経済の安定確保に不可欠な業務の継

続と、エッセンシャルワーカーへのワクチン

優先接種、防御的定期検査(社会的検査)を拡

充することと、必要に応じ施設利用者全体を

対象にした大規模検査を行うことについて 

 



順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  孤 立 死 等

（自宅死）に

ついて 

 

３ 菅政権につ

いて 

 

(８) 接種を希望する人を誰一人取り残さない

ことが求められている。国にワクチンの安定

供給を求めるとともに、各年代層でのワクチ

ン接種を加速するために未接種者の把握や、

希望者への一日も早い接種へ、県と連携しあ

らゆる方策を検討・実施することについて 

 

(９) 国は、新型コロナの影響で収入が落ち込ん

でいる市民や事業者等への直接給付、時短・

休業への十分な補償、持続化・家賃支援の給

付金の２回目の支給、雇用調整助成金など各

種コロナ特例の維持、拡充について 

 

(10) 経済・生活支援策として効果の大きい消費

税の５％減税と、家計、低所得者、中小業者

支援を国に要請すること。自粛要請に伴う補

償は飲食店に限定せず、売り上げが減少した

全ての事業者を対象とし、協力金及び一時金

の金額を引き上げることと、迅速な支給を

国・県に要請すること。独自の支援策も検

討・実施について 

 

(11) コロナ禍での取組と課題について 

① 救急搬送 

② 国保行政 

③ 介護保険料 

 

 

 本市における孤立死等（自宅死）の状況について 

 

 

 

(１) コロナ対策に助言する専門家会合が「これ

までにない災害レベルの状況」と警告するな

かで、菅首相は、８月 25 日の記者会見で「明

かりが見え始めてきている」と「明かり」を

３度も口にするなど、危機感の欠如はあまり

にも深刻である。重症化しても入院できず、

自宅で亡くなる人が後を絶たない重大事態

に不安を募らせる国民の実感とあまりにか

け離れている。現実を直視せず、楽観論を振

りまく首相の責任は重大である。立憲民主 

 

  



順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

党、日本共産党、国民民主党及び社会民主党

衆議院議員 136 名は７月 16 日、菅内閣総理

大臣に対し、日本国憲法第 53 条に基づき、

速やかに臨時国会を召集するよう求めた 

新型コロナウイルス感染症がかつてない

規模に拡大し、21都道府県で緊急事態宣言、

12 県でまん延防止等重点措置が実施される

中、医療現場は危機的状況に陥っており、速

やかに臨時国会を召集して、直ちに補正予算

をはじめとする措置を取ることが必要不可

欠である。にもかかわらず、政府と与党（自

民党･公明党）は臨時国会の召集を見送ると

野党に回答した。これに対し、野党は、臨時

国会開催を拒否するのは明白な憲法違反で

あり、国権の最高機関としての役割を放棄す

るに等しいと抗議声明を発表した。新型コロ

ナ危機を打開するために必要な臨時国会を

開かない政府・与党（自民･公明）の姿勢に

ついて見解を問う 

 

(２) 菅首相は、感染爆発の中、早期解散は困難

になり、総裁選実施が決められた。７月の東

京都議選での大敗に続き、８月 22 日の首相

のおひざ元・横浜の市長選で自民党前閣僚の

候補が大敗。各種世論調査でも内閣支持率が

過去最低を更新し続け、「10 月の総選挙、菅

首相ではたたかえない」との空気が自民党内

で日増しに高まり、菅首相は３日、総裁選へ

立候補をしないことを表明した。これは、菅

政権の科学無視、説明なし、自己責任論、無

為無策のコロナ失政で感染爆発を招き、医療

崩壊で次々と救える命が失われる状況に、国

民的怒りが爆発し、追い込まれた結果であ

る。菅首相の総裁選不出馬への見解を問う 

 

 

 

 

  



順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ４ 米軍基地問

題について 

 

 

 

 

 

 

(１) 在沖縄米海兵隊は８月 26 日、普天間基地

から、発がん性など健康への悪影響があり、

自然の中でほとんど分解されず蓄積してい

く有機フッ素化合物（ＰＦＯＳ、ＰＦＯＡ）

を含む汚染水を沖縄県や宜野湾市が反対し

ているのを無視して、一方的に公共下水道に

放出した。沖縄を植民地同然に扱う米軍の横

暴勝手は断じて許されない。見解を問う 

 

(２) 新型コロナウイルスの緊急事態宣言中に、

辺野古の米軍新基地建設で、沖縄防衛局が８

月 27 日に「Ｎ２」と呼ばれる新たな護岸の

工事に着手した。強権を振るい埋め立て工事

を強行することは、県民投票で示された

71.7％の新基地埋立て反対の圧倒的民意を

踏みつけ、民主主義と地方自治を否定するも

ので、言語道断である。断じて容認できない。

見解を問う 

 

 

 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、教育長、関係部長 

 

 



代表質問（２日目） 令和３年９月８日(水) 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

５ 西中間 久枝 

（日本共産党） 

 

 

 

１ 新型コロナ

の 感 染 症 対

策・教育行政

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コロナ感染「第５波」では感染性がより高いデ

ルタ株が主流になり、感染しにくいとされていた

子どもの感染が顕著で、子どもから親への感染も

確認されている。この状況下でも、保護者世代に

はワクチン接種が間に合っていない。各地で医療

崩壊が始まり入院できないケースが続出するた

だ中、デルタ株は、子どもや子育て世代にとって

も、これまでで最大の脅威といって過言でない。

そして、菅政権のコロナ失政で感染爆発を招き、

医療崩壊で次々と救える命が失われる状況に、国

民的怒りが爆発している。党市議団は、８月 24

日、「命を守ることを最優先にした新型コロナ対

策に関する緊急申し入れ」を城間市長に行った。

いま、政治に求められているのは、何よりもいの

ちを守ることをぶれずにつらぬくことである 

 

 

(１) デルタ株の感染力の強さを考慮し、学校の

状況に応じ、登校見合わせの選択・分散登

校・オンライン授業などを適切に柔軟に組み

合わせることで対応して、学校活動の安全と

学びの確保が求められている。本市・教育委

員会のこの間の対応を評価し、見解を伺う 

 

(２) 分散登校は、保護者の減収や失職、医療従

事者が出勤できなくなるなどのデメリット

がある。そうしたしわ寄せが起きないよう、

家庭の状況で必要な子どもが朝から学校で

学べるようにすることや、食事についての検

討、対応を問う 

 

(３) 少なくない保護者・子どもが、感染対策の

ため登校を見合わせる選択をしている。とこ

ろが国の通知は、「同居家族に高齢者や基礎

疾患がある者がいる」場合には欠席扱いしな

いなど登校見合わせの対象を狭くしている。

広く認めるように転換し、登校を見合わせる

子どもたちの学びや成長への支援を明確に

位置付けるべきである。見解を問う 

 

 

 
 



順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ こども医療

費の無料化拡

充について 

 

(４) 教室で子どもたちが一定時間集まって会

話し、給食をとる学校では、エアロゾル感染

（空気感染）に特に注意する必要がある。デ

ルタ株は従来株の半分の時間で感染すると

言われている（富岳のシミュレーション）。

短時間で空気を入れ替える常時換気（４カ所

開けなど）と、教室で教職員も生徒もウレタ

ンでなく不織布のマスクをつけることが重

視される（つけることが困難な子どもは除

く）。デルタ株に対応した学校での感染対策、

部活動や大会などへの対応を問う 

 

(５) 不織布マスクは感染予防に重要な役割を

果たす。経済的負担軽減のため、国の予算等

で子ども用マスクを無償提供すべきである。

見解を問う 

 

(６) コロナ感染は、半数が無症状感染者からで

あり、無症状感染者の発見と保護が感染対策

に欠かせない。このことを政府が無視してき

たことが、事態の悪化を招いた一因である。

ドイツでは広範な検査の一環として児童生

徒に週２回、迅速抗原検査をしている。感染

状況の深刻な沖縄では、教職員・子どもに週

２回、国の予算で、自宅で行える迅速簡易検

査を行うべき。見解を問う 

 

(７) 子どもを守るために、学校とともに、家庭、

学習塾、学童保育等校外での感染対策の徹底

も極めて重要である。その取組と課題を問う 

 

(８) 学校や学習塾、学童保育の教職員等、生徒、

家庭への積極的ワクチンの接種について問う 

 

 

オール沖縄・玉城県政は、2022 年４月からこ

ども医療費の無料化を中学卒業まで拡充する。そ

して、オール沖縄・城間市政では、病院窓口での

支払い負担のない医療費完全無料化制度として

スタートすることを高く評価する。実施目的と概

要を改めて問う 

 

 

  



順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ３ 市営住宅行

政について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ジェンダー

平等について 

 

 

 

 

 

 

 

５  文化･障が

い者行政につ

いて 

 オール沖縄･城間市政は、低額所得者らに低廉

な家賃で提供する市営住宅で、入居の条件とし

てきた連帯保証人確保を不要とする条例を本定

例会に提案した。高く評価する。住まいのセー

フティーネットの最後のとりでといわれなが

ら、連帯保証人確保が壁になって「住宅困窮者」

が入居できない事例をなくすことにつながるも

のとして期待される。条例改正の目的、概要を

問う 

 

 

コロナ禍で「生理の貧困」が問題になる中、ト

イレットペーパーと同じように学校や公衆トイ

レに自由に使える生理用品が当たり前に置いて

あることを党市議団は求めてきた。本定例会に提

案されている、生理用品の配備事業は一歩前進で

あり評価する。概要とさらなる拡充についての見

解を問う 

 

 

市制 100 周年記念事業、感動を共有する文化の

薫り高い芸術創造発信拠点施設・なはーとの 10

月開館を市民と県民は待ち望んでいる。人やまち

が元気になり、これまで以上に魅力的な那覇市が

創造されることを目指し続ける拠点施設でもあ

る。障がい者団体は、施設の現場調査をふまえ、

バリアフリーに関して改善や要望を市に提出し

ている。対応状況を問う 

 

 

 

 

 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、教育長、関係部長 

 



代表質問（２日目） 令和３年９月８日(水) 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

６ 當 間 安 則 

( 無所属クラブ ) 

 

 

 

１ 新型コロナ

ウイルス感染

症対策につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全世界で猛威を振るう新型コロナウイルス感

染症は、未だ収束の気配を見せず、感染力が強く

重症化しやすい変異株に置き換わり、若い世代へ

の感染、重症化が増加している。本県でも、2020

年２月 14 日の最初の感染者から１年半以上が経

つが新規感染者数は、最大 800 人余りに達した。

今、最も有効とされているワクチン接種について

以下伺う 

 

(１) 直近のワクチン接種状況と公表について

伺う 

   

 

(２) 現在の予約体制について伺う 

 

 

(３) 現在の接種体制について伺う 

 

 

(４) 沖縄県主体の広域ワクチン接種センター

と本市の関連について伺う 

 

(５) 若者への早期接種の取組と見解を伺う 

 

 

(６) 本市の療養施設の取組について伺う 

 

 

(７) 小中学校の登校、授業について伺う 

 

 

(８)  ｢ブレークスルー感染」の実状を伺う 

 

 

(９) 新型コロナウイルスワクチン接種事業費

について伺う 

 

 

(10) 今後の接種計画と課題について伺う 

 

 

  

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ２ 沖縄関係予

算について 

 

 

 

 

沖縄関係予算について、県の 3,600 億円の要求

に対し、内閣府は、2022 年度の概算要求額で

2,998億円を計上したと発表した。前年度概算比

で 108 億円減少である。2022 年度以降も継続の

方針を示した一括交付金だが 1,915 億円の要求

に対し、本年度当初予算と同額の 981 億円とな

り、要求額としては、過去最低だった本年度の

1,085 億円をさらに下回り、概算要求総額が、

2012 年度以来 10 年ぶりに 3,000 億円を下回っ

た。以下伺う 

 

 

(１) 概算要求額について本市の見解を伺う 

 

 

(２) 県及び各市町村との圏域別意見交換につ

いて伺う 

 

 

(３) 沖縄振興交付金事業推進費（一括交付金）

及び沖縄振興特定事業推進費の減額につい

て本市への影響を伺う 

  

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、教育長、関係部長 

 



代表質問（２日目） 令和３年９月８日(水) 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

７ 上 原 快 佐 

(立憲民主・社大) 

 

 

 

１ 新型コロナ

ウイルス感染

症にかかる対

応について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 医療的ケア

児支援法につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 環境問題に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 臨時病床施設設置の進捗及び概要につい

て伺う 

 

 

(２) 学校及び各種保育施設の休校基準につい

て伺う 

 

 

(３) 各種経済対策の概要について伺う 

 

 

(４) ワクチン接種率向上について見解を伺う 

 

 

(１) 同法による基礎自治体の役割について伺う 

 

 

(２) 本市における医療的ケアを必要とする児

童数について伺う 

 

 

(３) 本人及び保護者からの要望及び今後の課

題について伺う 

 

 

(１) 新たな世界自然遺産登録について見解を

伺う 

 

 

(２) 本市の自然環境保護の取組について伺う 

 

 

(３) 学校現場における環境教育の現状につい

て伺う 

 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、教育長、関係部長 

 



代表質問（２日目） 令和３年９月８日(水) 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

８ 中 村 圭 介 

(無所属の会) 

 

 

 

１ 教育行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 産業支援行

政について 

 

 

 

(１) 2019 年以降の小中学校における子どもの

権利の周知に関する取組の進展を問う 

   

(２) 新型コロナの感染拡大が心配で休む児童

への対応を問う 

 

(３) オンライン授業について 

 

  ① 緊急時における家庭でのオンライン学

習について 

 

  ② 授業がうまくいっているかを客観的に

検討できる体制があるのか問う 

 

  ③ 出席停止と出席扱いの違いを問う 

 

(４) 登校選択制の導入について検討されたの

か問う 

 

(１) 那覇市企業立地雇用施策基本指針の総括

について 

   

(２) ＩＴ創造館について 

 

  ① 地域の活性化に資するための活動を問う 

 

  ② なは市民活動支援センターとの連携の

実績を問う 

 

  ③ 2019年時点で検討中であった指定管理者

制度の再導入について、現在の考えを問う 

 

(３) 協働プラザ１階の空きスペースの活用に

ついての進捗を問う 

 

(４) ソーシャルビジネス支援施策の現状と今

後の計画を問う 

 

 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、教育長、関係部長 

 



代表質問（２日目） 令和３年９月８日(水) 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

９ 上 里 直 司 

(みんなの協働！) 

 

 

 

１ 新型コロナ

感染症対策に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

２ 市民との協

働によるまち

づくりについ

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 本市の業務、事業に携わるいわゆるエッセ

ンシャルワーカーへのワクチン接種はどこ

まで進んでいるのか伺う 

 

(２) 積極的疫学調査実施の課題について伺う 

 

(３) 市の施設利用の再開、経済活動の正常化は

いつになると見込んでいるのか伺う 

 

 

(１) 感染症の拡大によって自治会、ボランティ

ア、生涯学習活動が中止を余儀なくされてい

るが、市民への影響について伺う 

 

(２) オンライン上での市民との協働について 

 

① ９月定例会補正予算で計上されている

「オンライン会議環境整備事業」は市民と

の協働を進める上で、どのような効果をも

たらすのか 

 

  ② 公民館での公衆無線ＬＡＮ（Ｗｉ-Ｆｉ）

環境整備の時期と期待される効果を伺う 

 

(３) 協働によるまちづくりを加速させるため

にも、公民館、図書館の所管を市長事務部局

へ移管すべきである。以下、質問する 

 

  ① 過去に行った教育委員会内での議論の

経緯と結論について 

 

  ② いわゆる第９次地方分権一括法による

改正社会教育法等が令和元年に施行され

たことによる影響について 

 

  ③ 法施行による他自治体、中核市での取組

状況について 

 

  ④ 移管の検討に着手すべきである。見解を

伺う 

 

 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ３ 空手推進に

ついて 

 

 

４ 新真和志支

所複合施設建

設事業につい

て 

 

 

５  夜 間 中 学

（学級）につ

いて 

 本市における空手推進の方針、担当課設置につ 

いて伺う 

 

 

 県有地の購入、公募の実施等の今後のスケジュ 

ールについて伺う 

 

 

 

 

今年度の取組、スケジュールについて伺う 

 

 

  

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、教育長、関係部長 

 


